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法
フ
ロ
ピ
ス
の
す
ご
－
の
レ
ワ
ユ

ル
て
見
ら
れ
る
形
1
れ
れ
で
内
在
的
な
止
さ
厄
の
交
友
で
k
v
c
f
め
で
お
る
〈

口
ヒ
ス
は
決
’
応
、
ζ

五
υ
胞
の
貯
、
山
中
で
忠
る

乙
ご
う

E
久
子

「
心
用
i
j

人
沿
い
こ
、
あ
る
、
】
出
動
が

あ
る
い
は
市
人
法
と
以
な
さ
れ
る
の
将
、
宇
部
出
に
出
ー
ペ
心
さ
れ
七
計
日
間
の
ね
点
次
第
で
為
る
ハ

守
れ
ゆ
ソ

スザ

mvu別
ん
は
相
対
的
で
叫
P
U

る
ン
さ
ら
に
、
政
、
れ
に
戸
げ
る
出
来
事
が
ブ
ロ
ヒ
ス
で
あ
る
た
ら
ば
、

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

れ
の
活
動
は
川
面
的
に
な
り
、
そ
れ
つ
の
活
動
を
形
式
的
伝
病
遣
と
い
う
観
点
か
ー
ロ
ド
別
「
る
可
一
位
性
は
、
相
対
化
さ
れ
て
し
1
う
d

告
古
川
弘
プ
ロ
セ
ス
の
州
リ
叫
州
悦
に
つ
い
て

プ
ル
ン
サ

i
v
よ
れ
は

告
官
注
。
ソ
口
内
」
ス
は
決
定
一
り
進
行
J
J
る
具
体
化
と
し
て
反
れ

般

的
'd、
決
三三
件ミ
寸口、

投
｜唱
庁J

ミH

－ 
去
;![ 
') 

とげ
さっ
才l 才L
るにる

1央
｛ 

Fし
C') 

rふ
（主

F

正
行
自
件
、

す
な
わ
ち
、

そ
れ
肉
体
さ

行
セ
ス
に
お
い
て

ら
い
別
の
五
施
な
こ
れ
以
上
で
き
な
い
現
%
の
’
行
為
で
あ
ゐ

上
述
1
ν

ド
八
「
仲
ろ
に
、
憲
法
／
ロ
セ
ス
を
境
界
づ
け
る
川
市
議
、
も
、
示
法
プ
ロ
セ
ス
の
本
質
か
ら
獲
り
さ
れ
江
汁
れ
ば
な
り
な
い
。
そ
の

規
準
ば
1

公
共
に
お
け
る
豆
諸
」
で
あ
る

J
tさ
な
り
、

dA
法
ブ
口
ヒ
ス
が
、
「
公
共
に
お
け
る
ι

意
義
が
認
め
？
凡
る
業
務
を
構
議

ず
る
も
の
で
d

め
る
た
め
で
あ
る
。
一
一
公
共
に
お
け
る
か

E
E
zぜ
仇
宗
一
q

’
る
の
は
、
ー
公
宍
体
で
優
越

γ
る
n
F
M」
で
あ
る
ハ
戸
」
の
ー
公
共

に
お
け
る
か
ロ
！
有
」

／
）

γつ
規
準
に
払
っ
て
、
決
定
と
字
、
泌
が
メ
i

別
さ
孔
る
口
長
十
牛
肉
誕
ピ
河
口
る
ー
γ
め
に
、
あ
る
ず
い
山
政
の

た
い
十
八
に
お

V
J
匂
意
義
一
が
政
ヘ
以
前
な
公
『
パ
体
に
よ
っ
し
決
寸
一
さ
れ
る
一
」
と
が
、

草
川
本
決
ハ
心

と
さ
れ
る
一
そ
れ
に
は
し
ご
、

長
紘
一
は
、
「
草
川

11；~ J、y王子： CiO 11 1391 BS c20;1), て
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ぷ
決
定
L

ー
公
共
に
お
け
る
主
義
」
は
必
ず
か
で
あ
る
三

の
伎
役
現
象
で
あ
L

り、

決
り
に
こ
支
施
は
憲
法
ソ
口
セ
ス
に
お
け
る
こ
つ
の
没
陪
で
あ
り
、

三
共
に
お
け
る
意
り
芽

一
二
分
割
さ
れ
る
υ

し
か

L
、
二
の

も
n判

開
い
は
さ
ら
に
い
パ
げ
さ
れ
る
。
）
の
、
」
／
）
に
闘
し
て
、
プ
ル
ン
ナ
ー
は
二
つ
の
こ
と
を
指
抗
す
る
第
一
に
、
政
治
的
な
長
思
形
成
」

と
呼
ば
れ
る
治
品
川
が
、
長
本
氏
定
の
拘
束
h
4
あ
Q
確
定
に
先
行
す
る
U

一
政
治
的
主
け
い
［
凶
山
形
成
」

ηノ
H
Y
〉

r中
小
、

f

i

り

1
i
情
恨
の
受
取
り
、

円ノ

yノーリ八、

解
決
案
の
作
成
注
乙
で
あ
る
n

仏
軍
に
、

廿
柄
本
決
定
り
ふ
パ
束
力
あ
る
ほ
定
は
よ
〉
て
終

t
ら
れ
γ
Q
O

日
定

叫
同
ハ
丸
山
辺
m
U
は、

立
る
、
r
九
件
以
、
実
主
憲
法
に
規
む
き
れ
て
い
る
c

体
一
に
、
一
基
本
決
定
士
実
施
す
ξ
こ
と
は
門
店
九
「
い
く
つ
か
の
戸
人
見

決
む
か
ら
な
打
、
そ
れ
ら
の
実
紙
決
定
に
よ
っ
て
、
基
本
決
定
は
、
有
在
ず
る
関
係
に
品
川
子
ム
ロ
し
、
長
体
化
さ
れ
る
。
実
際
心
行
均
で
↓
の

り
、
き
ら
に
%
泊
さ
れ
、
え
な
い
反
実
行
為
が
字
、
持
プ
ロ
セ
ス

mv
終
わ
り
を
形
成
す
る
J

副
次
機
能

「

ノ

入

汀

1
ル
は
、
字
、
uum
が
決
定
と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
乞
否
伝
ず
る
、
」
と
で

め
っ
た
）
ぞ
れ
は
、
中
J

施
3
h
v
I
b
字
決
定
か
っ
現
実
行
y
均
ま
で
の
長
い
迭
で
決
定
J
y
h
L
n
出
す
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
実
践
的
な
目
的
、
出
合

佐
い
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
勺
ま
た

ー
ン
ト
ロ
ー
ル
ば

i
辺
機
胞
か
ら
形
：
人
的
で
山
川
在
的
な
梢
迭
に
し
た
が
っ
と
ド
別
3
れ打、」

情バ
J
A
に
よ
っ
て
ば
則
さ
れ
る
止
め
に

コ
シ

l
v
ル
は
、
決
定
tp
一
五
脆
と
い
う
憲
法
フ

u
h
ス
の
ず
べ
て
の
段
階
に
行
、
「
の

プ
レ
ン
J

J

v

h

h
れ

C

れ
わ
ぽ

コ
／
ト
ロ
レ
の
形
l

人
的
な
構
造
か
、
り
コ
シ
ト
ロ
レ
ば

－
己
交
j
」一

」
で
あ
る
、
こ
の
「
比

校
で
あ
る
コ
〆
ト
ロ
ー
ル
は

つ
の
長
国
十
必
要
！
く
す
る
」
そ
れ
は

コ
ン
ト
口
証
ル
草
川
砕
い
と
コ
ン
ト
ロ
ル

あ
る
。

コ
シ
ト
ロ
ヲ
ル
益
準
は
決
定
で
あ
り

J

ン
ト
口
下
ル

f
る

J

〆
ト
ロ
ー
ル
対
象
は
だ
随
行
詰
と
為
る
。
ー
し
て
、
比
較
は

苔
乙
」
ン
｝
口

i
ル
さ
れ
る
苔

ι
い
う
二
つ
の
土
斗
が
参
加
ず
る
手
続
に
お
い
と
注
さ
れ
る
。
そ
の
比
較
り

f
続
は
、
決
’
疋
ζ

↓手ん焔行

4
q
d
l
一ヘけ明叶
h
f

4
1
L
z
i
7
 

祁
で
一
設

f
G、
占
め
る
い
は
ま
つ
に
，
二
致
し
な
い
、

t
V
2」
と
や
確
定
す
Q
特
定
の
結
果
7
、
終
了

γ

九
円
ま
た
、

コ
ン

P
口
l
ル
心
川
和
恥
か
ら
こ
の
よ
う
な
信
払
が
引
き
出
さ
れ
る
の
か
、
決
ど
と

Y
4他
の
肢
の
放
の

M
復
が
ど
の
よ
う

T 
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に
ば
か
、
つ
れ
る
し
小
、
訟
と
と
い
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
波
及
効
支一

の
問
題
も
コ
ン
ト
ロ
ャ
ル
結
棋
の
併
さ
い
け
結
合
オ
る

と
さ
れ
る
。

J

〆
ト
ロ
ー
ル
機
関
、

ゴ
〆
ト
ロ
3

ル
さ
れ
る
布
、
村
山
本
、
系
濯
、
手
続
、

ι如
来
、
お

コ
ン
ト
ロ
ル
は

よ
び
波
位
効
果
乙
い
、
、
吹
素
を
ん
日
ノ
川
f
λ
1
d
Q
J

こ
こ
で
、

］
／
ト
ロ
ヲ
ル
さ
れ
る
有
か

ー
ン
ト
ロ
7
1
4
毛
主

ーノヌ
4
1
L

て
あ
る
。
「
プ
J
I
ロ
ル
対
象
は
、
茶
木
決
定
以
外
の

rJ
べ
て
心
投
開
で
U
九
日
？
れ
る
n

ζ

γ

つ
の
は
、
長
本
決
定

ω、
ず
れ
以
ト
の
甘
柄
本
決
’
t
v

こ
こ
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
口
ま
た
、
丸
一
本
渋
定
は
、

い
く
「
？
刀
の
実
施
一
世
小
疋
に
よ
っ
て

）レ Lイ

1;l 休
刊i" 'Iヒ
とさ
／よ n
ゐ，＇，I{;1 

~· 

~？ 
戸」

決
定
に
は
北
川
本
決
定
と
し
九
施
決
定
が
あ
る
ー
一
7
h
u

仏
、
基
本
決
定
と
F

ム
す
服
決
定
の
仰
刀
が
、

ー
〆
、
口

l

そ
し
ザ

プ
ル
ン
J
y
ー
に
よ
れ
ば

ミ

ーし」判
υω

？し

決
乏
と
パ
ー
人
げ
胞
が
唱
対
的
で
あ
る
J
い
う
問
題
は
牛
じ
な
い
わ

f

ン

汁

l
ル
こ
Z

I

J

i

l

l

 

「
ン
λ

リ

1
ル
小
い
三
下
山
正
出
可
能
む

つ
に
変
化
す
る
の
か
「
い
う
別
C
問
題
が
牢
じ
る
υ

と
れ
い
り
中
川
忠
に
つ
い
て

プ
ル
〆
ナ
ー
は

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

ど
の
よ
う
白
波
止
効
早
川
d

コ
〆
ト
口

i
ル
が
尽
に
結
び
付
け
ら
れ
る
か

つ
ま
り
コ
J

ト
ヨ

I
4
絞
闘
が
決
定
戸
悶
H
J
L
q

る
可
隠
い
や
む

ムド4
コ
ト
L
L

スノ
h
J
F
「
ν
n
J
っ
と
パ
む
し
非
午
、

4
v
I
i
一
：
1

1

7

7

F

k

d

j

j

ス
ゾ

コ
／

i
口
l
i
ル
と
い
二
J

副
次
抑
制
限
は
、
実
際
に
よ
く
主
要
機
能
か
ら
一
詩
的
に
岐
界

づ
け
、
コ
れ
ず
、
工
話
機
阪
に
終
る
じ
」

ブ
ル
〉
J

ノ
、
は
、
十
史
機
能
p

副
次
機
能
川
？
内
引
的
で
ぷ
式
的
合
構
牛
丸
か
ら
げ
己
別
さ
れ
る
と
し

、ふ日戸、つ号、
U

7

7

4

i

 

コ
ン
ト
ロ
ル
機
関
が
決
定
に
関
与

J
Fる
降
能
次
第
で
は
、
各
機
能
が
長
験
的
に
区
別
ゼ
さ
ん
d

く
な
る
こ
γ

と

ブ
パ
ン
＋
？
は
、
憲
法
プ
ロ
セ
ス
を
分
割
の
俣
拠
で
憲
作
機
能
に
分
解
」
ヲ
る
ロ
憲
法
機
桂
一
し
て

「
？
崎
宏
」
と
「
実

4
A
l
h
’J↑「

ノ
＼
ぺ

f

i
r
U
2
Y
一一LT
J叶

I

Z

J

1

1
！

I

！
 

1
i
l

：
J
l
t
 

こ
「
る
0

1

子
長
機
悼
す
」

の
門
部
で
決
定
こ
字
、
地
を
付
け
る
の
は
「
公
共
に
お

け
る
自
主
再
」
て
あ
る
口

d

れ
に
対
L
て
、
ド
た
け
抽
行
為
が
同
定
、
r

ず
れ
る
こ

rピ
防
ぐ
エ
い
う
、
ハ
ス
践
的
な
河
前
適
台
性
か
ら
一
ン
ト

が
必
変
と
な
る
n

ノ

J

T

Z
）
 

4

シ
ト
ロ
ル
ー
は
、
形
主
的
て
刈
ベ
f

北
山
山
な
惜
m
H
U
の
計
一
白
川
か
ら
概
念
f
必
ま
と
さ
れ
な
い
た

ll 

Jl 

酌
ノ
、
－

d
h
d
J札…山崎ル山田

と
さ
れ
る
。
そ
の
際

コ
ン
1
h
u
l
ル
は
、
、
一
て
長
決
定
し
し
長
な
っ
た
初
占
t

か
ら
は
引
さ
、
れ
て
い
る
た
吟
、

11；~ J、y王子： CiO 11 1411 141 c20;11. て



c8 

行
セ
ス
の
各
機
能
の
段
階
に
行
ハ
て
い
ゐ
そ
し
て
、

コ
ン
ト
口
v

ル
は
、
そ
の
ザ
ん
や
μ

式
的
な
構
造
、
か
ワ
、
比
円
滑
で
あ
る
決
定
、
と
対
象
で

あ
る
五
桁
行
為
の
「
比
較
で
あ
る
。
そ
の
際
、
、
？
体
、

f
叫
市
川
、
何
果
、
お
よ
＼
J

波
及
効
県
が

J

ン
ト
口
下
ル
の
ゆ
日
比

も
n判

変
で
あ
る
J

し
か
し
、

1
1
J
校
こ
さ
れ
る
コ
ン
ト
μ

ル
毛
、
波
及
効
果
、
ず
な
必
り
コ
シ
ト
ロ
ー
ル
機
関
が
労
コ
是
止
さ
吋
一
る
ぬ

能
次
第
六
、
主
要
絞
r屯
に
移
行
ず
る
。

ν－ Mザ

雌j

す
ノ
ト
ロ
ー
ル
の
ー
機
能
一
ー
ー
ー
ズ
ド
ノ
ン
ネ
H
アノ

l
マ
J

対
必
コ

J
r
ロ
l
ル
を
前
じ
る
に
d

め
た
り
、

決
し
て
検
討
士
加
え
る
。
ア
ノ
マ
J

に
」

アノ

l
マ
J

は
7

〆
ト
ロ
ー
ル

オL
ii 

ね
り
同
家
機
能
か
ら
い
引
さ
れ
た
機
能
で
あ
る

ア〆

l
マ
ン
む
記
述
に
沿
っ
て
、
ま
ず
似
の
国
家
機
能

ゴ
ン
ド
ロ
ー
ル
け
い
、

h

、コ八
h
、よl
j

会
ム
オ
〉

1
U
ン

叫ん

t
h
u
f－
え
c
h
H吠

t
ソ，一

ー
）
棋
以
的
な
凶
家
に
よ
る
J
U
勅

国
家
の
構
成
機
僚
は
、
国
家
の
説
践
を
米

r
r
H、
体
的
な
抗
巨

JFつ
う
こ
と
で
現
れ
る
つ

り
、
国
家
機
能
は
、
追
求
3
れ
る
円
的
合
い
工
攻
j
る
伎
町
帆
的
な
行
為
で
攻
実
化
さ
れ
る
。
モ
し
亡
、
効
よ
f

的
ヘ
ホ
凶
日
氷
山
よ
ゐ
活
動
は
、

川
家
に
よ
る
措
置
の
合
型
性
一
〉
経
治
性
）
な
判
断
す
る
、
此
切
な
方
法
を
認
識
す
る
」
と
を
引
犯
と
ず
る
－
り
て
の

h
法
一
巾
＼
現
代
の
引
い

会
凶
廷
に
お
し
て
は
、
あ
り
ゆ
る
は
什
胃
に
先
行
〕
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
司
一
司
で
あ
る
し
ー
川
当
は
、

て
い
る
凶
作
内
に
つ

い
て
の
語
要
な
事
実
J
T
1
D一議
1
）
て
い
る
ャ
と
に
依
存
1
1
ち
J

様
な
情
械
の
以
集
、
仁
一
攻
、
保
存
を
別
院
L

「
υ
て
い
る
ο

乙
い
う
の
は

M
川
家
に
よ
令
行
動
と
そ
の
効
～
…
刊
の
近
ぶ
の
引
い
は
、

五
し
い
行
勤
に
悶

F
る
間
い
と
あ
る
た
め
で
あ
る
υ

正
1

）
い
じ
助
は
、

（
ノ
…
て
の
正
確
な
知
識
乙
情
報
に
基
づ
く
n

し
か
し
、
生
三
本
に
ふ
る
行
設
を
プ
ロ
セ
ス
と
川
批
え
る
ζ

）
て
く
も
、
単
な
る
情
報
処
河
ブ
ロ

ヒ
ス
で
は
な
い
。
縫
い
行
ざ
れ
ん
J

事
長
を
こ
の
、
寸
つ
に
評
価
す
る
η
が
、

JE家
に
令
仇
7
0
行
1

川
引
の
車
要
な
安
司
↑
〈
あ
る
。
事
実
心
詳
慨
は
、

手
現
に
町
民
連
づ

の
巾
て
、
最
良
の
併
決
を
い
4
4
返
し
て
、
行
わ
れ
る
乙
以
一
を
史
約
し
ご
、

行
成
町

y
r
l
マ
ン
は
、
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ま
寸
な
ね
ち
、
十
戸
接
に
あ
る
特
定
の
い
い
ト
的
を
〕
玉
川
4
Fる
℃
｝
に
向
け
ら
れ
た
川
門
家
活
助
は
、
一
一
つ
の
要
素
、
ト
リ
ー
崎
、
っ
ち
一
ド
プ
デ

と
述
、

の
確
定
、
ご
の
事
実
町
一
一
ず
師
、
そ
し
I

、
最
後
に
長
E
を
／
打
、
勺
こ
と
に
よ
る
司
ー
的
の
実
札
か
口
組
立
て
ら
れ
る
」

コ
シ
ト
ロ
？
ル

コ
ン
ト
ロ
7

ル
誌
、
構
成
的
な
M
門
家
に
よ
匂
活
動
ζ

同
ぷ
に
、
市
下
五

り
情
ぶ
さ
れ
る
ラ

L

か
L
、
叫
者
は
本
質
的
に
〆
印
さ
れ
る
。
店
主
な
ら
、
市
二
本
的
問
問
測
に
戸
ふ
る
決
定
は
、
直
｛
本
の
制
連
」
U
Y

浅
行
ず
る
し
い
h

つ
枠
組
み
に
お
い

c 

一2
一
家
に
よ
る
一
行
政
の
司
氏
を
支
羽
一
q

J

る
た
い
の
で
あ
る
口
そ
れ
に
対
L
て、

」ン

T
ロ
ル
の
汁
際
は

財
政

汁
ン
？
口

l
ル
を
遂
行
「
る
、
」
と
か
ら
一
直
特
に
i

生
成
さ
、
れ
主
唱
〈
つ
ま
り
、

｛
一
刻
ず
む

ー
〆
戸
口

l
ル
に
は
、
山
桜
に
同
判
的
安
し
丸
山
叫
す

る
と
h
v
h
つ
要
哀
は
何
有
で
は
包
レ
c

他
方
ご
、

出
家
が
決
む
ず
る
阪
の
退
却
を
で
き
る
日
VJ対
貯
い
す
る
、
あ
る
レ
は
そ
れ
ら

す
で
に
尽
き
れ
七
過
誠
古
事
後
一
三
内
定
す
る
こ
と
で
下
川
叶
寸
す
る
（

ζ
2
2
5〈

2
h
f
z氏
。
ロ
）
こ
と
炉
、

ー
ン
に
つ

1
ル
む
、

r翌
日
川
町

と
見
与
さ
れ
な
γ

に
が
べ
は
な
ら
な
い
へ
そ
の
阪
の
亡
、
事
実
心
認
定
と
許
日
は
強
く
特
徴
付
け
ら
に
れ
る
な
仔
な
ら
、
事

ym（
に
山
げ
ら
れ

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

ム
決
定
は
、
多
似
体
な
純
一
バ
27r
心
計
恒
心
南
地
開
拍
に
埼
め
↓
I
J

ま
れ
、
門
戸
内
一
決
定
が
コ
シ
ト
ヨ

i
ル
J
V
C

行
使
す
る
背
娘
、
中
な
す
こ
と
か
ら
、

市
甲
究
心
認
定
と
布
引
を
重
枕
す
る
こ
と
が
明
ら
か

rhtGLr
め
で
為
る
、

ー
ン
i
t
－
－
ー
レ

1
1凡
川
ヨ
リ

J

y

y

t

d

l

t

 

決
定
プ
ロ
セ
ス
N

h

ぬ
け
る
争
史
の

山川t
U
川川、
Y
U
H
L
J
Z
コ1
1

5
ホ
～
j
h

つド
3

、人了
7
n夕、土、

ztlrト
キ
一
1

J

i

－

－
J
f

？

、

才

一

ν

F

コ
シ
ト
ロ
ヲ
ー
ル
活
動
の
惚
限
構
造
に
お
い
て

f
れ
ら
に
川
け
i

つ
れ
て
い
る
、

コ
ン
ト
口
、
1
1
M

と
い
弐
機
能
ば
、
ら

の
J

／
ト
口
斗
存
一
体
の
影
響
ト
刀
法
よ
行
動
菜
子
、
に
フ
ィ
マ
ー
ド
ハ
F

ク
δ
れ
て
い

、
二
I

i
＼

J
1
い引

b
q
v

マ
ノ
デ
、
3
3

、J
J
L

問

、

！

？

1
1
J
V

コ
〆
ト
ロ
ヲ
ル
乙
構
成
的
な
回
誌
に
γ

ロる
r山
此
は
区
別
さ
れ
る
J

こ
の
守
｝
／
一
を
山
市
内
な

日
的
の
ど
だ
現
け
ケ
欠
け
て
い
る
と
い
っ
消
極
的
な
安
対
に
F

三
で
、
そ

L
て
事
実
の
端
々
？
評
価
と
い
う

L
U
U
 
7
 

重
々
に
よ
っ
て
、
コ
ン

T
ロ
ル
心
機
九
詑
は
、
：
：
出
殺
に
構
成
約
な
「
止
米
活
勘
か
ら
は
ー
切
さ
れ
る
ー
に
可

f
i
マ
ン
は
ま
ζ

パめる
n

つ
の
草
ヱ
手
ー
と
い
ラ

ω？
？
ゐ
fノQ

Ti 
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ト
J
J

ヅ
に
お
け
る
「
ン
、
ー
ロ
ー
ル
概
念
の
転
凶

ヅ
ヮ
ル
タ

l

ク
レ
ー
プ
ス

λが

ラ怜

片三

も
n判

山

川

、

、

本
書
「
て
は
、
今
じ
の
議
論
に
も
い
が
持
昔
、
～
及
ぼ
し
に
い
る
ク
レ
？
プ
ス
の
議
p
市
町
再
検
討
す
る
ク
レ
7

フ
ス
は
、
「
／
一
心
除
後
が
、

一
対
U

一

同
｛
与
の
行
討
に
対
す
る
コ
〆
ト
ロ
ル
に
相
応
L
い
の
か
」
を
阿
川
速
に
L
T
い
る
。
ま
ず
、
従
来
。
点
前
八
一
岬
を
幻
判
ず
る
、
ア
こ
か
ら
、
ク

レ
。
ノ
リ
八
一
り
一
議
論
の
検
汀
を
は
じ
め
～
ゐ
。
し
か
し
、

4
稿
の
ク
レ

J

ノ
ス
の
記
決
は
、

ク
レ

i
ザ
ス
部
主
ζ

は
椛
成
心
阿
川
宇
を
入
れ
札
ヘ
I

え
三
い
る

r止
に
、
前
在
所
と
し
て
ク
レ
ー
プ
ス
の
結
論
す
は
で
お
き
ド
一
い
ι

ク
レ

I
Jノ
ス
は
、
ジ
L

一アール
M
H
H

ベ
ル
ジ
コ
ロ
ン
心
IR
味
誌
に
よ
る
「
一
ン
ー
ロ
ー
ル
の
説
釈
を
取
huり
い
け
る
乙
そ
れ
は
、

, 
P ア
ノ

〆
ヴ
ノ、

認
の
ー
の
O
E
E一？の
O
E
C｝
の
意
成
j
h
p
f

ハ
段
滑
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
〔
す
な
わ
ち
、
第
一
段
唱
の
文
明

カミ
1' -' 

第
二
に
出
梓

、
仏
市
町
れ
に
J
ぱ

zm
視
一
ど
に
つ
め
一
一

2
2）
、
第
十
7

に
検
査

第
三
い
制
削
除

に
記
録
｛

g月
η
防
昨
日
目
自
立
、
あ
る
い
は
師
台

一
つ
の
段
階
は

2
口百
ζ

に

致
L
、
伐
の
一
つ
の

、
J
d
p
一
リ
コ

ー
し
ず
JZu
－

－

c

段
階
は

2
い戸内同三刊に

々

Y
iブ
ス
山
よ
れ
ば

斗市川右
γ
h
心－
J
C
口
問
。
｛
に
い
叫
い
て

T

ン
ト
リ
ー
ル
の
で
体
同
よ
コ

C
f
ン
i

マ
ル
の
客
体
一
千
又
川
比
さ
れ
亡
し
る
た
め
、

ー
シ
ト
ロ
マ
ー
ル
は
、
「
ん
と
い
た
ー
ま
と
ま
り
の
な
L
概
ふ
い
に
綿
入
）
士
れ
て
い
る
v

ゆ一れ

に
対
ぷ
I
1
u伏
文
の

2
2
Z一々
が、

過
程
と
与
支
さ
れ
る
な
ら
ば
、

コ
ン
ト
ロ
？
ル
は

一
つ
の
女
凶
、
あ
る
い
は
現
象
相
互
の
閲

係
に
関
連
じ
て
お
り
、
ー

こ
確
h

し
さ
れ
る
ο

そ
の

は
、
存
有
価
値
（
一
王
手
三

〆
」
り
為
冊
値
示
。
］
｝

r
f
m
コ）

の
ル
一
蚊
を
や
F
u

味
L
、
そ
の
浜
寺
、
r
c
L
1
1

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
容
体
、

お
よ
び
双
方
の
関
係
を
郡
市
庁
2
1
4
h
v
h
一
こ
が
五

コ
ノ
ト
ロ
ー
ル
比
基
準
、

提
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
之
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
：
を
一
パ
ヤ
ル
較
」
と
江
川
肝
γ
γ
Q

こ
と
は
、

ブ一ア
J

可

間

（

2
2
5
3
5ざ
刀
つ
あ
る
い
は

士
九
ヲ
↓
7

ン
ス
心
山

ク
レ
ゾ
ス
が
仰
向
山
ず
る
コ
ン
ト
口
i

コ
ン
ト
口

i
ル」

O
R
J
Z
2
5
T
が

の
一
河
川
仰
で
あ
る
こ
と
H

）レ, ,, 
2、

比
い
収
一
と
l
て
の
「
一
ン
ー
口

l
ル
ご
み
点
る
－

げ
は
河

I
八

ρ店I;1去半：1iii) 1；：τc4J 144 1201つ百J



V
コ

j

H
旬
ん

Z

ハ刀

ハ
れ
：
ぷ
の
議
論
に
斗
す
る
批
判

r
パの
V

A

同
さ
は
、

ア
パ
ン
サ
ー
叶
寸
、

の
人
物
子
、
ど
の
も
で
フ
に
コ
〆
ト
ロ
ヲ
ル
を
犯
握
し
た

レ
ヲ
ゾ
工
ン
ン
ス
タ
ノ
寸
〆
、

の
か
ヰ

zh八
ラ
し
か
L
、
そ
し
れ
F
よ
れ
の

｝
は
、
重
な
る
が
分
も
あ
る
」
日
間
え
は

－

／

T
h
l

寸
：
レ
4
2べJ
i

T

L

：
、
－

y
l
j
L

ー
古
川
こ
い
λ
酌
λ
1弘
司

を
ん
現
況

rる
レ
ヴ
ー
プ
ン
ュ
h

ザ
イ
ン

ν
L
J
J
f
ロ
ー
ル
を
一
比
較
l

ζ

恐
悦
す
る
7
ル

J
7

は
、
と
も
に

一
千
国
家
絞
殺
の
一
て
国

円

1
1
j
t
u九
一
小
「
る
u
そ
り
た
め
、
本
川
め
で
は
、
ク
レ
ー
プ
ス
ト
J
V山
川
刊
す
る
凶
は
な
取
上
げ
、

て
い
P

よ｝
Y

」と一
G
J

ゐ
n

す
J

な
1れ
ら
、
い
以
前
に

力
と
し
う
コ
J

t

口
l
ル
幻
民
索
、
次
に

氏
、
l
市
と
コ
ン
ー
ロ
ー
ル
一
、
鈴
一
に
当
草
川
町
能
U
A
一
バ
分
、

円収
L
A
に
コ
J

t

ロ
l
ル
の

一
て
d

小山る
c

ク
レ
ー
プ
ス
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
ま
と
ま
っ
た
形
て
わ
っ
て
お
ら
ヂ
、
戸
川
河
の
議
論
p
ど
MP関
す
る
際
に
、
先
打
す
る
r

シ

口

l

ル
J

ど
め
〈
7
9
議
論
か
一
そ
の
出
皮
批
判
ず
る
忠
次
官
1

ぐ
る
d

で
は
、
た
ぜ
と
の
い
占
、
を
指
摘
し
、
先
に
批
判
「
る
の
か
へ
ま
ず
、
ー
刀

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
辺
ム
烹
に
つ
い
て
は

ベ
ル
一
ン
『
コ
シ
セ
引
用
し

校
一
一
山
し
た
私
小
川

ク
ν
i
ブ
ヴ
ハ
の
怠
民
は
明
、
り
日
”
で
あ
る
J

ま
と
ま
り
が
な
い
と
ク

v
i
プ
ス
は
注
べ
て
い
る
U

ゴ
J

ト
ロ
ー
ル
J

じ

1

比
較
と
肘
僻
す
る
ク
「
i

ブ
ス
に
は
、

つ
ま
り
、

ー
カ
」
、
と
い
う
史
哀
を
強
調
す
る
一
議
論
は
、
ぎ
ハ
コ
L
P
～
に
批
判
さ
れ
る
へ
き
で
あ
る

民
＋
制
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
古
川
刊
び
化
け
る
見
解
に

ク
〆
t

プ
ス
ば
批
判
R
r
ワハ

そ
の
批
判
は
、
ン
一
コ
イ

J

i一
マ
イ
ン
に
川
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
v

批
判
の
内
符
山
川
、

〉、：
3

J

一

L

T
すと
i

シ
？
？
？
ー
に
対
し
て
は
玄
任
」
に
つ
L
て
と
あ
り
、

マ
イ
シ
に
対
、
J

て
は
高
へ
寸
引
の
全
権
こ
そ
の
コ
〆
ト
ロ
ー
ル
構
初
旬
一
、
の
も

の
に
つ
い
て
で
あ
る
」
そ
｝
ν
て
、
「
同
V
像
機
授
の
一
い
い
分

品

E
tドムョー

に
対
「
る
批
汀
は

ク
レ
ー
プ
ス
日
小
、
間

と
ー
シ
ト
ロ
ー
ル
の

日出と

L
て
い
ゐ
コ
J

ト
ロ
凡
日

円
必
町
山
も

E

f
J
T
L
 
に
持
わ
る
。
リ
川
者
は
コ
ン

f
ロ
ー
ル
絞
絞
り
分
配
の
同
連
で
為
り
、
後
者
は
」
ン
ト
日

i

ル
の
絞
殺
寸
む
も
の
の
問
訟
で
あ
る
。
し
か
じ
、
本
稿
は
、

戸ン

i
口
ル
の
絞
詑
そ
れ
一
は
体
に
渇
L戸
J
A
Y
Y山
河
の
川
汁

絞
殺
論
で
あ

る
邑
奈
川
崎
抽
出
川
均
一
一
同
一
分
を
批
判
す
る
c

レ
l
Hノ
L

ン
J
J

マ一タ
J
J
b
f
ノ
ル
ン
テ

l
に
お
い
と
、

－J
r
ロ
l
ル
の
従
え
刀
ぽ
ベ
ク
ト
ル
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c8 

が
I

兵
送
で
あ
る
、
し
し
m
J
ン
、
？
1
7

ン
シ
）
タ

f
f
r
ァ
ル
ン
？
？
は
、

コ
ノ
ト
ロ
ー
ル
と
い
内
政
点
、
か
ら
、
ま
っ
た
く
何
援
の
異

な
勺
た
品
什
制
を
検
討
す
る
と
い
う
い
M
A

ぃ
収
法
の
司
ー
的
が
あ
る
2
1

め
に
、

性
質
の
追
う
体
制
幻
ぷ
牧
・
分
析
古
川
法
ピ
一
J

る
機
詑
論
、
町
必
宮

も
n判

／
了
た
の
で
あ
る
J

ー
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
認
に
閑
－
2
0問
い
は
、
そ
の
よ
え
な
機
世
論
の
7

一
引
の
問
包
て
あ
る
J

V

ぞ
れ
や
え
、

ーシ？
h
l

ロ
ー
の
綴
誌
を
検
討
す
る
、
川
に
、

桜
山
花
中
川

か
ら
p
桁
吟
る
。
以
ト
（
り
述
山
か
ら
、

ク
レ
ノ
ス
小
山

1
t
る
中
か
ら
、
二
日
凶

円
、
を
取
り

i
け
、
先
に
検
討
す
る
。

rJ
力

コ
ン

P
口

1
ル
に

力
と
い
司
h

つ
ヂ
〈
哀
を
取
人
丸
る
の
は
、
第
帝
で
取
よ
け
た

と
レ
h

つ
コ
ン

P
口

1
ル
の
パ
ダ
素

レ
l

ヴ
J

J

シ
ユ
々
’
／
ン
と
〉
ヨ
J

L

J

l

ご
み
点
る
－

ク
レ
ー
プ
ス
に
よ
れ
ば

け
一
、
と
い
弓
要
素
M
M
L
長
川
利
さ
れ
た
コ
、
っ

1
ル
は

一～
rjji、
人

1
－

3
p
l

FP
一

ご

f
に
L
J
v
l

ヤパυ
L
P
、
尚
一
花
、

r
U
一

円
、
！
ル
民
問
問
に
参
加
す
る
者
心
聞
に
お
い
と
禍
ハ
一
に
髭
響
？
っ
え
ア
一
と
と
に
上
っ
て
た
yr化
し
、
制
限
す
る
機
能
一
む
七
日
つ

, 

ク

ν
i
T
ス
内
よ
れ
ば
、
上
注
し
た
口
出
向
え
と
い
う
意
味
ゼ
心
コ
／
ト
汁

l
ル
14
品
念
は
、
レ

i
ヴ
一
一
〆
シ
コ
タ

f
／
の
終
世
ン
ス

円
ム
の
縫
概
念
て
あ
ゐ

U
K
H
な
ら
、

ν
i
ウ
J

／
ン
ム
タ

f
シ
の
構
想
に
お
い
て
は
、
川
刺
た
ほ
一
分
以
（
り
山
古
白
い
叫
ん
、
政
策
コ
／

i

円
、
ル
に
中
心
り
、

ま
た
、
政
山
プ
ロ
セ
ス
十
一
限
解

F
る
卜
々
決
、
炉
、
カ
の
佐
川
仇
と
一
J

ン
ト
ロ
ャ
ル
の
メ
万
二
丈
ム

に
よ
コ
て
な
さ

れ
る
た
め
で
あ
る

／
汀
工
ン
ン
ー
タ
「
ノ
に
お
い
し
、
こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
協
働
J

応
ー
に
よ
っ
亡
な
さ
れ
る
c

ク
プ
ブ
ス

に
よ
れ
は
は
、
こ
れ
ら
は
、

ト
ロ
ー
ル
に
悶
L
て、

レ
ー
ァ
エ
、
〆
ン
ユ
タ
イ
ペ
訂
コ
ン
ト
ロ
ル
の
愛
川
内
こ
し
て
ー
カ
」
を
草
川
河
L
て
い
る
託
左
ミ
め
る
。
コ
〆

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

レ
Y

ヴ
エ
、
J

ン寸一
μ

ツ
イ
〆
は
、
ー
政
治
に
い
b

け
る
い
り
を
そ
の
よ
う
な
力
に
対
抗
λ
i
Q
（
力
の
一
メ
カ
一
一
ズ
ム
に

よ
h
支
配
一
G
J

ゐ
」
こ
こ
に
綬
先
的
な
潟
、
心
を
市
い
け
、
ー
政
策
一
コ
／
ト
ロ
ル
』
を
、
「
政
治
に
お
け
る
力
な
抑
却
し

J
U
t
t
化

TGI

〉
工
、
河
川
貯
し
亡
い
る
と
ク
レ
（
マ
ス
は
述
べ

、
」
む
よ
う
な
7

ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
責
包
と
軒
夜
間
山
添

ιお
く
ン
ョ
ノ
ナ
ー
に
も
見
ら
ー
れ
る
と
ク
レ

I
Jノ
ス
は
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述
べ
る
一

ソ
ま
り
ン
一
寸
イ
ヲ
ー
に
よ
れ
ば

ン
1
P
A
l
－
ナ
ノ
う

i

川一…、

コ
ン
ト
U

i

ル
は
白
川
の
一
却
H
U
と
心
の
判
刷
版
に
伎
に
立
つ
一
三

士
た
、

！
ン
ト
U
ヲ
パ
を
凶
家
心
力
の
防
伺
y
し河川岬
L
て
い
た
ハ
庁
、
れ
み
J

え
、
、
ン
ョ
イ
7
3
は
、
力
を
限
界
づ
汁
る
影
響
力
心
行
悩
；
、
い
う
主

味
2
1
L
卜
口
、
！
ル
を
注
目
別
1
）
て
い
る
ロ
に
だ
、

7
4

ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
が
、
体
制
亡
に
情
ね
っ
て
い
る
寝
付
ー
一
介
入
手
段
こ
い
、
、
安
井

い
引

い’
f

）
γ
7ン
司
イ
サ
－
d
指
摘
も
ク
レ

i
o－
ノ
ス
は
ν
ワ
震
に
入
れ
る
。

ク
L
i
ァ
ス
は
、

、
」
の
ぷ
う
に
ま
と
め
に
仁
三

レ
ヴ
エ
ン
ン
ー
タ
イ
ン
／
ア
ン
司
イ
サ

」
／
ト
ロ
ル

る
一
力
一

の
概
念
を
民
判
「
る
ー

'" 外三

ι、
J
4
4
し
た
ベ
ル
ジ
コ
口
ン
に
よ
る
コ
J

ド
ロ
ー
ル
む
応
味
誌
に
よ
る
六
段
指
の
説
平
4

は
沈
均
的
で
あ
り
、

に
立
で

弘
太
ぎ
わ
し
た
コ
ノ
ワ
1
h
H
限
公
心
巾
に
も
、

比
較
と
い
う
安
哀
が
見
ら
れ
る
L
K
ケ
〆
レ
l
ブ
ス
は
述
べ

実
際
に

う
要
素
吉
強
調
「
る
と
さ
れ
る
シ
ョ
イ
ナ
ー
で
マ
え
、
ー
政
治
L

お
行
る
f

ン
ト
ロ
ー
ル
も
、
決
し

ど
を
も

3
一
nc渋
定

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

例
え
ば
、
津
山
町
止
の
民
主
祐
、
公
授
、
為
る
い
は
行
動
阿
付
す
る
Z

一
州

通
の
よ
り
古
川
院
の
菜
市
で
の
み
測
る
こ
と
が
て
き
る
」
と
治
べ
て
い
る
勺

ω拘
束
と
義
務
と
い
つ
に
共

と
交
替
す
る
こ
と
は
て
き
た
い
が

え
二
仏
、
「
力
L

と
い
う
交
素
シ
使
う
二
と
で
u己
記
の
椋
維
さ
か
去
守
山
山
々
で
き
る
が
、
反
問
主
主
確
さ
げ
広
大
1

わ
れ
る
と
ク
レ
ブ
ス
は

批
判
↓
る
C

ヲ
？
て
、
コ
ン
ト
ロ
レ
の
安
素
に
J

て
の

ん
」
が
住
め
て
小
川
ド
合
に
h
d

る
の
は
、
ー
ん
」
を
持
た
ん
d

い
制
反
主
考
察

Q
 

し
よ
う
乙
一
コ
ノ
る
均
台
で
あ
打
、
と
り
わ
け
そ
の
よ
品
な
制
度

r
し
て
、
会
計
検
針
院
古
挙
げ
ら
れ
る

斗ふれ
J

一、

レ
プ
マ
ア
／
ン
ス
タ
イ
J

と
、
ン
↓
一
一
イ
ー
す
は
、
作
用
分
げ
ζ

いλ
長
株
に
お
け
る
宝
ー
力
分
げ
を
批
判
「
司
令
～
カ
」
ど
い
ド
勺

慨ノ、

の
も
の
で
は
注
い
ひ
、
司
者
に
よ
る
作
用
分

fv山
川
刊
に
刻
す
る
ク
レ
ブ
ス
一
り
反
論
を
こ
こ
で
検
討
す
る
u

レ
i
ヴ
τ一

J

シ
斗
タ
イ
ン
ζ

J

J

ョ
f
ナ
は
作
用
ヘ
刀
立
を
れ
ー
す
る
か
、

J

の
口
刊
に
も
ク
レ
ー
プ
ス
は
反
論
争
L
う
る
。
す
な
わ
ち
、
叫
清
か
ゴ
ン

hmJJ 

に
～
液
た
と
夜
間
で
あ
る
乙
さ
ら
に
、
何
者
炉
、

ー口

I
ル
b
l

委
ね
る
百
家
出
肢
は
、
主
法
」
一
端
成
さ
れ
た
ん
市
桃
序
心
部
分
、
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ト
ロ
ー
ル
の
い
的
と
し
て
い
る
、

お
よ
び
山
叫
ん
d

」
は
、
作
用
分
己
の
ド
的
で

十
心
心
制
限
今
、
通
じ
た
白
山
川
の
保
障
、

7
y
ン
ン
ム
タ
イ
ン
と
シ
ョ
イ
子
、
の
コ
／
卜
口
ル
概
念
が
ー
カ
」
に
拡
大
L
～
八
の
は
、
ー
カ
幻
制
限
を
川
市
じ
た
日
叶
の
保
陣
、

も
n判

よ
び
強
ん
に
」

ζ

設
定
さ
れ
た
汁
傑
在
コ
／
ト
ロ
’
ル
山
川
（
，
U

に
れ
込
点
、
Y
4
L
た
た
め

ゲ
レ
ブ
ス
は

J

J

l

i

口
凡
の
要
素
と
L
T
一
力
ー
を
卓
倒
す
る
レ

i
ヴ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
デ
ノ
ア
ン
ョ
イ
ナ
に
以

t
U
寸
J

な

批
判
を
行
い
、
つ
い
ず
の
ケ
ン

f
ロ
ー
ル
概
念
こ
し
て
一
沈
較
：
ゃ
ぷ
用
↓
5
4
G
U

つM
J

氏
、
で
引
と
コ
ン
、
ロ
ー
ル

こ
f
で
は
、
以
下
剤
、
こ
コ

J

P
口
l
ル
を
坊
運
付
け
た
シ
j

J

L

ノ
！
と
マ
ノ
ン
に
汁
ず
る
ク
レ
ー

プ
ス
の
批
判
刊
を
以
」
げ
る
（
々
レ

I
ブ
ス
は
、
ご
／
日
ノ
ナ
l
に
対
L
て、

J

J

r

口
l
ル
に
布
、
に
る

)J 

の
円
以
訴
以
外
に

〆
i

ヘi

円

1
ル
1r
」
町
出
返
づ
け
ら
れ
た
ー
青
山
川

人
つ
い
て
批
判
「
る
υ

ま
た

ヲ
〈
イ
ン
に
対
し
て
は
、
ヰ
叫
ん
古
の
仰
併
の
什
刀
、

コ
ン
、
っ

1
uル

補
強
心
一
貫
性
の
7
d
E
C
、
決
む
と
コ
ン
L

口
l
ル
が
い
別
手
れ
る
1

ぐ
い
弓
前
提
む
一
ト
け
や
批
判
ず
る
へ

川W
支日トいと
f

ン
ト

1
1
ル

の

悶

係

〆

1
f
ナ
i
批
判

／
マ
ゴ
イ
テ
ー
は
、
現
代
の
代
表
口
氏
王
制
か
ら
一
1

ン
ト

7
l
ル
？
と
主
任
な

ヰ
出
L
h
y」
ク

ν
i
プ
ス
は
、
ン
）
コ
イ
J
j
i
の
「
品
口

Hr
（
事
徒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
悶
ず
る
議
論
に
批
判
を
加
、
え
る
U

十
片
任
は
、
行
動
に
関
す
る
一
説
明
義
扮
と
刊
宿
泊
的
な
制
裁
可
人
良
川
内
ご
占
め
れ
ノ
、
よ
只
什
r
r色
Y
ー
オ
ー
の
行
助
権
担
院
は
、
一
会
付
目
さ
れ
た
権
限
か
ら

仕
じ
る
ζ

7

v

！
ブ
ス
は
士
と
め
る
じ
何
旦
汗
は
、
小
一
片
付
r土
問
号
機
構
と
頁
何
十
一
間
わ
れ
る
可
院
院
が
あ
る
機
構
と
い
〉
、
一
つ
の
分
間
阻
さ

れ
た
機
構
k
前
提
／
｝
し
、
玄
打
寸
ゼ
ハ
ユ
う
機
構
は
、
制
裁
一
口
一
誌
で
な
け
れ
ば
ヨ
ら
勾
い
。
ぃ

の
ご
〆
」
が
条
内
ハ
こ
ず
る
の
は
、
巨
任
ケ
い
コ
J
7

機
構
の
説
明
義
務
で
あ
り
、
そ
の
機
構
が
而
値
枠
京
市
二
規
範
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ

r
で
あ
る
〉
ご
の
主
ノ
に
責
任
心
構
造
を
分
析
し

た
上
、

ク
レ

i
イ
ス
は
、
一
法
に
お
い
て
、
主
口
汗
は
、
院
に
i
uル
）
小
人

、可パヤ
Jγ川
山
間
と
7
u
r
L
へバ

♂

1
1

、
ー
、

」ン

f
ロ
ル
』
～
佐
川
叩
忙
を
淀
f
J

て
し

か
支
現
さ
れ
え
な
い
」
と
私
論
付
け
る
。
店
主
な
ら
、
責
任
を
失
う
者
に
対
し
ζ
制
裁
を
利
す
か
出
か
は
、
責
任
を
丸
山
口
う
者
心
一
七
千
切
が

げ
身
心
義
務
で
↓
め
る
似
伯
一
や
規
範
と
一
致
計
J

る
か
一
う
か
が
、
高
任
さ
れ
な
レ
こ
と
に
は
、
決
’
氾
で
き
な
い
た
め
で
忠
る
習
す
る
に
、

〆
、Lー，
45 
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制
裁
を
が
「
か
と
う
か
の
決
心
自
体
げ
か
、

いジ

レ
ノ
ス
は
批
川
け
す
る
。

決
心
の
安
来
！
？
三
L

心

（
凡

K
K
M二、

つ
ま
り
コ
～
J

ト
ロ
マ
ー
ル
を
リ
川
知
と
v
二f
」
い
る
と
ク

のつい
I
L

会
止
の
代
筏
こ
し
て
の
↓
I

シ
ト
円
い
ル
｜
｜
マ
ィ
L
批
判

マ
イ
ン
は

且
柄
本
法
に
お

～ー～、でつい九

い
て
、
ト
よ
仁
引
を
憲
法
原

m
D山
中
心
原
河
と

羽字、

η
問
中
山
世
［
氏
、
王
引
に
お
い
て
、

コ
ン
ト
口
ル
は
口
己
決
定

の一
p

代
机
γ
」

一
木
来
的
な
ヘ
ヱ
r
時
前
」
を
有

rる
が
、
惇
力
一
げ
い
に
よ
っ
て
刊
限
さ
れ
て
お
h
、
ヲ亡ヘ
J
t
i～I

J
r
d
ノ

11

一一叫ん古は

cあ
る
ハ

ま
た
、

と
し
ご
す
〆
入
口

l
ル
乞
説
会
は
一
什
う
c

ク
レ
ー
プ
ス
は
、
二
の
議
会
の
二
本
米
お

1Y
ん
権
一
と
い
う
考
与
し
口
体
を
連
邦
烹
決
裁

判－市川
U
判
例
を
引
川
刷
ず
る
形
で
い
一

m
rる
c

裁
判
所
以

カ
ル
カ
l
決
定
に
出
レ
て
次
の
よ
ト
つ
に
川
円
不
し
た
η

「
草
川
本
法
は
、
議
た
に

基
本
決
定
心
際
の
オ
ノ
ペ
て
ア
吋
持
寸
る
優
村
中
認
め
て
い
な
い

／
巾
時

Jτ
ハ
ム
日
以
制
定
権
ハ
ケ
は
、
甘
市
本
竺
二
〉
条

一一川引にーおいて

憲
訟
の
首
長
的
な
制
度
と
作
市
と
し
て
心
問
れ
を
も
創
誌
し

h
C
甘
い
仰
を
引
川
市
し
r
、
ク
レ
ー
プ
ス
は
、
談
会
優
I

忙
を
、
張
寸

ioii、jにおー0るJ / h「J ん伏~＇ 二

ゐ
マ

f
ン
心
見
解
を
訓
判
「
る
v

六
、
つ
に

マ
f
ン
白
身
が

ー
ン

i
ロ
ー
ル
乞
決
定
機
能
の
「
代
替
と
ふ
た
「
こ
と
に
つ
い
て
も
、

す
べ
て
一
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
決
定
心
「
代
た
」
と
担
併
し
て
い
た
い
と
い
う
ユ
の

員
牲
の
な
5JV℃
批
判
す
る
υ

｝
け
わ
け
、

仰
は
判
所

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、

民
主
制
に
基
つ
い
た
も
の
ご
は
な
く
、
法
治
国
家
原
担
ド
ヰ
一
つ
い
に
v
も
の
と
抗
則
す
る
上
一
、
を
批
判
す
る
、

ク
／

i

7

え
に

c
札
手
伝

マ
イ
ン
は

「
政
治
に
お
け
る
コ
ン
ト
ヶ
ー
ル
」
を
説
叫
に
一
刻
冗
長
で
あ
る

ま
た

マ
イ
J

が

ト
ロ
ル
が
山
川
｛
也
の
ね
績
を
正
し
て
は
な
っ
仕

Uvr）
た
二
三
い
闘
し
て
も
、
治
山
内
1

代
替
」
で
あ
る
一
J

／
ト
ロ
ー
ル
は
決
定
と

引

は
達
っ
竹
質
を
汀
つ
こ
と
を
が
舵

yγ

て
ド
る
と
批
汀
す
る
υ

三
一
Z
家
出
向
詑
り
一
己
分
t

何）

レ
i
可
工
〆
シ
コ
ゲ
イ
ン
乙
ゾ
ル
〆
サ
ー
は
、
「
忠
実
記
憲
法
心
t

説
家
機
能
の
一
区
分
を
展

明
立
内
J

ぷ
v

レ
I
ヴ
J

J

ン
ュ
タ
／
ン
し
は
、
民
家
の
慌
9

泌
を

政
策
決
山
一
、
一
政
策
決
行
一
、
「
政
策
「
一
〆
ト
ロ
ー
ル
一

一
J
r
口
l
ル

ご1
／ 
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ぷ
ヤ
口
の
同
友
機
能
な
剖
閉
め
内
？
ピ
ー

プ
ル
J

J

1

7

に
よ
れ
J

以、

〆

i
y

／
ン
コ
タ
イ
シ
の

べ
ι
～1J
仏、つい、

し
か
し
、
前

時
川
却
に
お
い
て
、
政
策
決
心
、
二
政
は
執
行
は
、

ゴ
〆
ト
ロ
ー
ル
と
4
7
后
r
fノ、一晶子
d
h
あ
う
た
め
に
、
内
家
機
淀
川
J

二
い
分
は

P
R
L

も
n判

な
い
ロ
レ
ー
ノ
マ
一
／
、
ン
ー
タ
イ
ン
心
構
想
！
ν失
敗
に
終
わ
っ
た
河
川
円
は
、
各
際
化
花
の
分
割
の
方
法
に
あ
》
で
」
ク
レ
ー
ザ
ス
は
、
こ
の

ブ
ル
／
L

ノ
l
U品
刊
ー
ー
が
に
日
目
し
、
ベ
ー
ら
に
レ
i
内
寸
一
／
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
久
－
絞
山
花
z
／
｝
分
有
す
る
際
に
、

4

〆
ト
ロ
ル
の
は
す
一

置
を
一
以
別
L
て
い
仕
か
っ
た
こ

ιが
、
失
敗
に
つ
な
が
ゥ
ト
J

、
敷
お
す
る
口
そ
れ
手
え
、

レ
i
ヴ
J

ン
シ
ュ
タ

f
ン
心
構
想
に
お
ソ
（
、

第
一
の
機
能
と
し
て
の
コ
〆
h

口
1
ル
な
乙
な
く
、

~ 

な
L、

ク
レ
I l主
J lこ
えよ
!.¥> '; 

·~ ' ,r 
r司、、一
一一 ＇ド
"' 'Ti寺

る山成
ヲミ
才1

A手
〆ァ、
νノ

i夫
メヒ
ョP
／ 

ll 

セ
え

と
1r 

－
〆
〉

U
I
ル
と
は

九
州
ぺ
ワ
口
セ
ス
の
不
ォ
心
へ
な
実
践
刀
寸
法
ん
と
潟
市
町
し
て
w

る

コ
ン
、
っ

1
ル
を
比
於

－／L
即
時
ず
る
プ
ル
〆
ブ
ー
も
、

レ
1
ヴ

L
f／
7

一
タ
イ
ン
l
L
同
緑
、
国
家
機
能
士
基
本
決
定
一
、

tF川ザ
l

宇”“

L

分
割
し
て
へ
こ
の
こ
と
に
令
、

r
ン
ヘ
口

l

ク
レ
ー
プ
ス
は
批
判
十
加
え
る
つ

ク
レ
ー
プ
ス
に
上
れ
は
、

コ
〆
ロ
ー
ル

ル
γ
」
比
収
と
坦
解
し
て
い
る
山

J
p
m
mわ
り
ず
、

y
ル
シ
寸

i
心
構
想
は
失
致
し
f
L

い
る
υ

た
ぜ
な
っ
、
プ
ル
ン

F
i
u
u
、
中
山
い
は
ブ
ヨ

セ
ス
を
1

決
定
を
進
行
し
て
日
、
体
化
j
る
こ
と
」
と
思
併
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
、
最
必
泣
片
的
迂
以
2
いえノ

4
－
得
、
と
決
｛
一
心
の
選
択
肢
を
に
ば
「
る
い
と
を
必
抗
的
に
前
挺
と
〕
て
い
る
相
十
げ
に
間
連
「
る
ω広
沢
行
助
の
述
叫
ん
川
と
し
E
械
J
川
ル
，
戸
れ

る
た
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